
２０２１年３月２２日 

 

阪 急 電 鉄 株 式 会 社 

阪急阪神不動産株式会社 

 

「(仮称)阪急西宮ガーデンズ西側土地開発計画」 
商業施設・オフィス・賃貸住宅の複合施設の開発に着手 

～西宮北口駅南東エリアの大規模開発が完成します～ 
 

阪急電鉄株式会社と阪急阪神不動産株式会社は、2023 年９月の開業を目指し、阪急西宮ガーデン

ズ本館の西側において、地上 14 階建ての複合施設（以下「本施設」といいます）の建設計画「(仮

称) 阪急西宮ガーデンズ西側土地開発計画」（以下「本計画」といいます）に着手します。 

本施設は、低層階を商業施設、中層階をオフィス、上層階を賃貸住宅で構成し、３階部分で歩行者

デッキに接続する計画となっています。 

これまで西宮北口駅南東エリアでは、2008 年に阪急西宮ガーデンズ本館をオープンし、それ以降、

2018 年秋に同別館、同ゲート館を順次開業してきましたが、本計画は同エリアの大規模開発の締め

くくりとなります。 

なお、竣工は 2023 年 8 月末の予定で、2021 年 3 月から既存駐輪場･駐車場の解体等の準備工事を

開始し、2021 年 6 月に新築工事に着手する予定です。 

阪急阪神ホールディングスグループでは、本計画により西宮北口駅周辺エリアの利便性や魅力度

を更に高めるとともに、沿線の活性化及び価値の向上に寄与するよう取り組んでまいります。 

詳細は、別紙のとおりです。 
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＜計画地位置図＞ ＜外観イメージパース（計画地北東側から望む）＞ 

仮 



別 紙 

１ 本計画の概要 

  本計画地は、阪急西宮ガーデンズ本館の西側の阪急今津線沿いに位置しており、同本館・同ゲ

ート館・同別館のコンセプトである「阪神間の豊かな自然環境との調和」を踏襲して、一体的な街

づくりを目指して整備を進めてまいります。 

  具体的には、本施設の１階及び歩行者デッキとの接続フロアとなる 3 階を飲食･物販･サービス

店舗等が入居する商業施設とし、４階～９階の中層階を教育関連施設等の来店型テナントが入居

するオフィスとして、更なる生活利便性の向上と賑わいの創出を図ります。また、その中には、新

たなワークスタイルに対応したサテライトオフィスについても検討を進めています。 

そして、１０階～１４階の上層階は、単身世帯を主なターゲットとした賃貸住宅とし、地域及

び沿線の活性化に寄与する計画としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜施設構成図＞ 

所在地   兵庫県西宮市高松町544他（地番）

敷地面積   ２，９９８．１５㎡

構造   鉄筋コンクリート造

階数   地上１４階

高さ   ５７．７５ｍ

延床面積   １８，３３６．６５㎡

  １０階～１４階：賃貸住宅

  　４階～　９階：教育関連などの来店型オフィス

  　３階　　　　：飲食・物販・サービス店舗など

  　２階　　　　：駐輪場

  　１階　　　　：飲食・物販・サービス店舗など

賃貸住宅戸数   １１２戸

駐輪場   計画敷地内１・２階に約６５０台を設置

設計監理   株式会社松田平田設計

施工   株式会社鴻池組

工事期間(準備工事を含む)   ２０２１年３月１日～２０２３年８月末（予定）

施設構成



２ 歩行者デッキへの接続について 

  西宮北口駅や阪急西宮ガーデンズ本館等の周辺施設

との回遊性を高め、より快適にご利用いただけるよう、

本施設 3 階を歩行者デッキに接続します。そして、３階

には飲食・物販等の店舗を配置し、一層の賑わいを演出

します。 

また、高松町交差点では、歩車分離を行うことで、歩

行者の一層の安全性確保及び道路渋滞の緩和を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜外観イメージパース（計画地南東側から望む）＞ 

＜歩行者デッキ図＞ 



３ 賃貸住宅について 

阪急阪神不動産では、新築分譲マンション〈ジオ〉で培ったクオリティや商品企画を継承した

賃貸住宅を展開しています。 

本施設で計画している賃貸住宅は、単身世帯を主なターゲットとしており、共用部に昨今の働

き方の変化に対応したワークスペースを設けることとします。また、入居者が思い思いにくつろ

ぐことができるラウンジを設けるなど、入居者同士のコミュニケーションを促す空間も提供しま

す。このほか、成長や学びを企図した交流の機会を提供し、コミュニティの醸成を図っていくこ

とを予定しています。 

専有部だけでは叶えることができない要素や機能を持つ共用部があることで、暮らし・仕事・

趣味が一層充実し、住まい手の様々な可能性がより拡がるような住まいとなることを目指します。 

そして、共用部の一部は、成瀬・猪熊建築設計事務所の企画・デザイン監修により、居心地のよ

さとデザインの豊かさを兼ね備えた空間を実現します。 
 

 

 

 

共用部のラウンジ イメージパース 

1K のプラン例（予定） 2DKのプラン例（予定） 

エレベーターホール イメージパース 

共用部の中廊下 イメージパース 

共用部のワークスペース 

イメージパース 
※「阪急阪神 ONS（オンズ）千里中央」の 

イメージパースを参考に引用しています 

暮らし・仕事・趣味、どれも思い切り
楽しみたい、そんな望みを満足させる
ようなシェアスペースをデザインして
います。ライフスタイルを拡張してく
れる共用部と、プライバシーの守られ
た住戸が同時に手に入る、いいとこ取
りの賃貸住宅です。 
（成瀬・猪熊建築設計事務所） 

貸主 阪急阪神不動産株式会社

共用部の企画・デザイン監修（一部） 成瀬・猪熊建築設計事務所

主な共用施設（予定）
ラウンジ、シアタースタジオ、

ワークスペース、ランドリースペース等

入居開始時期（予定） 2023年9月


